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Ｎｅｗシルキーパレット２０シリーズ 

＜使用材料＞ 
 
 材 料 商 品 名 概  要 荷 姿 標準施工面積 

主  材 

Ｎｅｗシルキーパレット 
ＪＱ－２０シリーズ 
標準色 
ＪＱ－２０Ｔ□□□□ 
（□…1000～2999） 
特注色□ 
ＪＱ－２０Ｔ□□□□ 
（□…3000～6999） 

又は 
ＪＱ－２０△○○○ 
（△…英字，○…数字） 

ｱｸﾘﾙ共重合樹脂 

水性仕上塗材 ２０㎏ﾍﾟｰﾙ缶 約８㎡／缶 

骨材 ＪＦ－１ 寒水石(白竜)１厘 （２０kg袋入    約 ６０㎡） 
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Ｎｅｗシルキーパレット２０シリーズ 

＜なでしこ仕上げ施工方法＞ 

１．主材 下塗り 
                配  合    ＪＱ－２０ｼﾘｰｽﾞ   ２０ｋｇ 

        清  水    １～２㍑ 
                塗 布 量       約０．９ｋｇ／㎡ 
                使用ガン   リシンガン口径φ４～６mm 

※ 左官業者の場合は、ＪＱ－２０を０．９㎏／㎡とな 
  るようステンレスゴテにて平滑に塗布する。 
（下ごすり） 

 
                     夏期 ４時間以上 
                     冬期１２時間以上 
                     乾燥を確認後、次工程に移って下さい。 
２．主材 配り塗り  
                配  合    ＪＱ－２０ｼﾘｰｽﾞ   ２０ｋｇ 
                       寒水石 １厘     ４ｋｇ 
                        清  水    １～２㍑ 
               ＜塗装業者の場合＞ 
               ・マスチックローラーにてＪＱ－２０が約２kg／㎡とな 
                るよう、上下・左右にローラーを転がし、均一に配り 
                塗りする。（ムラ切り） 
               ＜左官業者の場合＞ 

・ ステンレスゴテにてＪＱ－２０が約２kg／㎡となるよう 
均一に配り塗りする。 

 
                   追いかけ（５分以内） 
３．パターン付け 

・あらかじめ水に浸して絞り湿らせた中毛ウールローラー 
                ＪＲ－６１にＪＱ－２０を含ませる。次に配り塗りした 
                ＪＱ－２０が乾燥しないうちに、中毛ウールローラー 
                ＪＲ－６１で弧を描く様にランダムにパターン付けを 
                する。（図－１） 
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Ｎｅｗシルキーパレット２５シリーズ 

＜使用材料＞ 
 
 材 料 商 品 名 概  要 荷 姿 標準施工面積 

主  材 

Ｎｅｗシルキーパレット 
ＪＱ－２５シリーズ 
標準色 
ＪＱ－２５Ｔ□□□□ 
（□…1000～2999） 
特注色□ 
ＪＱ－２５Ｔ□□□□ 
（□…3000～6999） 

又は 
ＪＱ－２５△○○○ 
（△…英字，○…数字） 

ｱｸﾘﾙ共重合樹脂 

水性仕上塗材 ２０㎏ﾍﾟｰﾙ缶 約８㎡／缶 

骨材 ＪＦ－１ 寒水石（白竜）１厘 （２０kg袋入    約 ６０㎡） 
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Ｎｅｗシルキーパレット２５シリーズ 

＜なでしこ仕上げ施工方法＞ 

１．主材 下塗り 
                配  合    ＪＱ－２５ｼﾘｰｽﾞ   ２０ｋｇ 

        清  水    １～２㍑ 
                塗 布 量       約０．９ｋｇ／㎡ 
                使用ガン   リシンガン口径φ４～６mm  

※ 左官業者の場合は、ＪＱ－２０を０．９㎏／㎡とな 
  るようステンレスゴテにて平滑に塗布する。 
（下ごすり） 

 
                     夏期 ４時間以上 
                     冬期１２時間以上 
                     乾燥を確認後、次工程に移って下さい。 
２．主材 配り塗り  
                配  合    ＪＱ－２５ｼﾘｰｽﾞ   ２０ｋｇ 
                       寒水石 １厘     ４ｋｇ 
                        清  水    １～２㍑ 
               ＜塗装業者の場合＞ 
               ・マスチックローラーにてＪＱ－２５が約２kg／㎡とな 
                るよう、上下・左右にローラーを転がし、均一に配り 
                塗りする。（ムラ切り） 
               ＜左官業者の場合＞ 

・ ステンレスゴテにてＪＱ－２５が約２kg／㎡となるよう 
均一に配り塗りする。 

 
                   追いかけ（５分以内） 
３．パターン付け 

・あらかじめ水に浸して絞り湿らせた中毛ウールローラー 
                ＪＲ－６１にＪＱ－２５を含ませる。次に配り塗りした 
                ＪＱ－２５が乾燥しないうちに、中毛ウールローラー 
                ＪＲ－６１で弧を描く様にランダムにパターン付け 
                をする。（図－１） 
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Ｎｅｗシルキーパレット５５シリーズ 

＜使用材料＞ 

 材 料 商 品 名 概  要 荷 姿 標準施工面積 

主  材 

Ｎｅｗシルキーパレット 
ＪＱ－５５シリーズ 
標準色 
ＪＱ－５５Ｔ□□□□ 
（□…1000～2999） 
特注色□ 
ＪＱ－５５Ｔ□□□□ 
（□…3000～6999） 

又は 
ＪＱ－５５△○○○ 
（△…英字，○…数字） 

ｱｸﾘﾙ共重合樹脂 

水性仕上塗材 ２０㎏ﾍﾟｰﾙ缶 約８㎡／缶 

骨材 ＪＦ－１ 寒水石（白竜）１厘 （２０kg袋入    約 ６０㎡） 
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Ｎｅｗシルキーパレット５５シリーズ 

＜なでしこ仕上げ施工方法＞ 

１．主材 下塗り 
                配  合    ＪＱ－５５ｼﾘｰｽﾞ   ２０ｋｇ 
                塗 布 量       約０．９ｋｇ／㎡ 
                使用ガン   リシンガン口径φ４～６mm  

※ 左官業者の場合は、ＪＱ－２０を０．９㎏／㎡とな 
  るようステンレスゴテにて平滑に塗布する。 
（下ごすり） 

 
                     夏期 ４時間以上 
                     冬期１２時間以上 
                     乾燥を確認後、次工程に移って下さい。 
２．主材 配り塗り  
                配  合    ＪＱ－５５ｼﾘｰｽﾞ   ２０ｋｇ 
                       寒水石 １厘     ４ｋｇ 
                        清  水    １～２㍑ 
               ＜塗装業者の場合＞ 
               ・マスチックローラーにてＪＱ－５５が約２kg／㎡とな 
                るよう、上下・左右にローラーを転がし、均一に配り 
                塗りする。（ムラ切り） 
               ＜左官業者の場合＞ 

・ ステンレスゴテにてＪＱ－５５が約２kg／㎡となるよう 
均一に配り塗りする。 

 
                   追いかけ（５分以内） 
３．パターン付け 

・あらかじめ水に浸して絞り湿らせた中毛ウールローラー 
                ＪＲ－６１にＪＱ－５５を含ませる。次に配り塗りした 
                ＪＱ－５５が乾燥しないうちに、中毛ウールローラー 
                ＪＲ－６１で弧を描く様にランダムにパターン付けを 
                する。（図－１） 
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＜適用下地＞ 
・石膏ボード等 
 
   下地によりシーラーを選定し、使用してください。 
   例）合板の場合：アク止めシーラーＪＳ－９０ 
 

＜主な施工道具＞ 

・リシンガン(口径 4～6mm)※ 

・マスチックローラー（ジョリパットローラーＪＲ－２０：９インチ） 

 又は、ステンレスゴテ 
・中毛ウールローラー（ジョリパットローラーＪＲ－６１：７インチ） 
・コンプレッサー(３馬力以上：１台使用の場合) ※ 
 
※下塗りを塗装ガンにて吹き付けで施工する場合。 
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＜施工のポイント＞ 

・パターンの端が重なるように施工して下さい。 
 
          ② 
① 
 
   ③ 
                                                   
    ④                    ⑤ 
⑥ 
 
             
           
                    
                       この部分のパターン                  
  ローラーの動きの一例                   重なるようにパターン 
                               付けを行う。 

図 －１ 
 
・中毛ウールローラーＪＲ－６１があまり回転しないようにし 
 て線を出す。ローラーを引きずるような感覚でパターンを付 
 ける。 
・なでしこのパターン付けは、大きい弓状模様と小さい弓状模 
 様がたくさん重なりあうように組み合わせる。 
・中毛ウールローラーＪＲ－６１は常に上から下方向に転がし、 
 弓状模様をランダムに付ける。（矢印の動き） 
・パターンが規則正しくならないよう注意する。（図－２） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ○        × 

図 －２ 
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○入り隅、出隅の処理方法 

・ 入隅や出隅、幅木のちりは、化粧目地をとるか（図―３）、

塗材が乾燥する前に水を浸した刷毛（平刷毛など）で押さえ

る。 （図－４） 
                   入隅 

 

            出隅 

 

 

                                  パターン付け後、 

                                  塗材の表面が 

                                  乾燥する前に 

                                  養生テープ 

                                  を剥がす。 

                                  下塗りの平らな 

                                  部分が表面に 

                                  出る。 

 

                      幅木 

化粧目地をとる工法 

   塗材を下塗りし、完全に乾燥した後、養生テープを貼り、化粧目地をとる。 

図 －３ 
 

                   入隅 

 

            出隅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     幅木 

                      

刷毛で押さえる工法 

図 －４ 
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＜施工の注意事項＞ 
・配り塗りはできるだけ均一にする。 
 （パターンを均一にする為） 
 
・塗布量が少ないとパターンが出ない場合があります。 
 
・中毛ウールローラーＪＲ－６１（パターンローラー）にも 
 塗材を充分含ませる。 
 
・施工前に必ずコンパネ等で試し塗りを行い、仕上がり、乾燥 
 性を確認して下さい。 
 
・乾燥が比較的速いため、塗り継ぎ時間に注意して下さい。 
（特に外装の大面積を施工する場合は、作業人工や化粧目地 
による分割を検討して下さい。） 

 
・入隅は塗布量が多くならないよう注意して下さい。塗布量が

多い場合、クラックが発生しやすくなります。 
 
・塗板見本及び現場施工時のパターンの状態を、施主等の責任 
 者の承認をいただいた上で施工を進める。 
 

＜不燃仕様の対象パターンについて＞ 

不燃仕様の対象パターンには、マイルドプラスター、マイル

ドプラスターランダム、シンフォニー、ウォーターフォール、

細流、ニュアージュ、乱流、乱流２色、ゆず肌があります。 
 なでしこは、不燃仕様の対象パターンではありません。 
 
 
 
 

以 上 


